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１．はじめに 
 
 国土形成計画全国計画1)では、自立的発展を目指す広

域ブロックが、東アジア諸地域との交流・連携を深める

ため、東アジアにおけるハード・ソフト両面で継ぎ目の

ない円滑な人・物等の移動や流通の環境を形成するとし

ている（シームレスアジアの形成）。その具体的な施策

として、東アジア諸地域へのゲートウェイとなる地域の

国際港湾を有効に活用することが位置づけられている。 
四国で生産／消費する国際コンテナについて、四国

港湾の利用状況を見ると、輸出先／輸入元が東アジアと

なっている貨物でさえ、半数以上の貨物が国内の他地域

の港湾で取り扱われており、十分に有効活用されている

とは言いがたい。本稿では、国際コンテナの流動に着目

して、四国港湾の利用促進に向けた検討を行う。 
 
２．四国港湾に関する国際流動の現状 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図表2-1 四国港湾について 
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（１）四国の港湾の概況 
 四国には、重要港湾が13（図表2-1）、地方港湾が13
5（うち避難港が2、特定地域振興重要港湾が1）、56条
港湾が1の、合計149港湾がある。特定重要港湾は、四国
にはない。全国における四国のシェアを見ると、面積が

5%、人口が3％なのに対して、港湾取扱貨物量は約7.
3％と比較的大きく、四国では、港湾が重要なインフラ
となっている。 
 
（２）四国における航路の現況について 
 国際コンテナ航路を持っている港湾は6港湾あり、瀬
戸内海側に集中している。各々に釜山航路が存在してい

る。中国航路は高松港、松山港のみである（図表2-2）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図表2-2 四国の外貿定期コンテナ航路 

 
 阪神港と四国を結ぶ内航フィーダー機能を有する航路

を図表2-3、図表2-4に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
図表2-3 阪神港と四国を結ぶ内貿定期コンテナ航路 
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図表2-4 阪神港と四国を結ぶフェリー航路 

 
（３）四国における国際コンテナ流動状況について 

四国における国際コンテナ流動状況は、図表2-5の通

りとなる2)。四国を生産／消費する国際コンテナのうち

輸出先／輸入元が東アジアとなっているコンテナの半数

以上は、阪神港など四国以外の他地域の港湾を利用して

いる。また、阪神港への輸送はトラック輸送が主であり

内航フィーダー航路の利用がされていないことが伺える。

さらに、海外トランシップも多く利用されていることが

わかる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図表2-5 四国におけるコンテナ流動状況（H15） 

 
３．簡易型国際コンテナ貨物流動予測モデルの構築 
 
 四国港湾の利用促進に向けた検討を行うためのツール

として、四国を発着する国際コンテナ貨物がどのルート

を利用して輸出入されるかを推計するモデルを簡易的に

構築した。このモデルは、行政上の政策検討を行うため

のツールとして用いる観点から、おおよその流動をつか

むことを目的としており、精度が高くないものの簡単に

計算できるモデルとなっている。 
 
（１）対象貨物・対象地域・対象港湾の設定 
 対象貨物は、四国発着のコンテナ貨物とする。 
対象地域は、四国発着の相手の国／地域別貨物量の

動向、ルート別貨物量の動向（ルートの多様性）を踏ま

え、中国・韓国・東南アジア・欧米の4国／地域として、
輸出入別にルート選択モデルを構築する。 
対象とする港湾は図表3-1のとおり。海外の港湾につ

いては、モデルを簡素化するため地域ごとに1つ程度と
対象を絞っている。 
 

図表3-1 対象港湾の設定 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）モデルの概要 
 モデルは、集計ロジットモデルによる輸送経路選択モ

デルとする。主な手順は図表3-2のとおり。 
まず、平成15年全国輸出入コンテナ貨物流動調査2)を

もとに、四国各ゾーンの利用ルート別貨物量を整理し、

ルート別選択確率実績値を算出する。次に、各ルートの

輸送費用、寄港頻度等といったLevel of Serviceデータ
（以下「LOSデータ」とする）を作成する。ロジットモ
デルにおいては、ルートrの選択確率Prが未知パラメー

ター（a、b、c･･･）を含みLOSデータを説明変数（X、
Y、Z･･･）とする効用関数Vrにより、以下の式のように

表される。 
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妥当性を検討し、最適な説明変数を設定する。得られた

各ルートの選択確率より各ルートの取扱量を算定し、ル

ート別取扱量、港湾別取扱量によりモデルの再現性を確

認する。 
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図表3-2 モデルの構築フロー 

 
（３）説明変数とパラメーターの設定 
 説明変数は、総輸送費用、総輸送時間、寄港便数（逆

数）、積替回数、ダミー変数として県内港湾の利用の5
つを候補に検討を行った。各変数の計算にあたっては、

国土技術政策総合研究所の資料3)等を参考に設定した。

最終的に用いた説明変数とパラメーターについては、

図表3-3のとおり。 
 

図表3-3 説明変数とパラメーターについて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（４）現況再現性 
輸送ルート別貨物量の実績値2)及び推計値を比較して

現況再現性を確認した。輸送ルート（Route a～f）につ
いては図表3-4のように設定した。 
図表3-5は、全モデルを合計したルート別の比較図で

ある。Route cで若干の過大推計、Route eで若干の過小
推計となったが、概ね傾向は再現できているものと考え

られる。図表3-6は、全モデルを合計した港湾別の比較

図である。四国においては、徳島小松島港、高知港で推

計値が小さく、その他の4港で推計値が大きいが、傾向
は概ね再現できていると考えられる。しかし、阪神港の

取扱貨物量が過小に再現されており課題が残る。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図表3-4 輸送ルート 
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図表3-5 現況再現性（全モデル合計、ルート別） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
図表3-6 現況再現性（全モデル合計、港湾別） 

 
（５）課題 
さらにモデルの精度を高めるため、以下について検

討を行う必要がある。 
ａ）輸送時間など他の政策変数を検討する必要がある。

（今回は、輸送時間は政策変数とならなかった） 
ｂ）本検討では輸送費用や港湾荷役コストなど国総研資

料3)等を用いて推算しているが、実態にあっている

かどうかは不明であるため、実績値を把握して確認

する必要がある。 
ｃ）パラメーター検討に用いたデータが、平成15年2)と

古いデータを用いていることから、平成20年に実施
した全国輸出入コンテナ貨物流動調査で再度検討す

る必要がある。 
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４．四国港湾の利用促進に向けた施策の検討 
 
 国際コンテナについて四国港湾の利用促進を図るため

には、①アジアとのダイレクト航路を増加させること、

②阪神港等への陸上輸送を内航フィーダー輸送にシフト

させること、の2点が考えられる。 
 
（１）アジアとのダイレクト航路の増加 

 例えば、徳島小松島港で新たに東南アジア航路が2便/
週就航した場合の結果を図4-1に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
図表4-1 アジアダイレクト航路の増加（東南アジア） 

 
 東南アジア航路が就航した結果、多少の四国内港湾で

の取り合いが発生するものの、四国以外の港湾での取扱

貨物がシフトして、徳島小松島港では2倍の貨物量増加
（約4,000トン）が見込まれることが分かる。このよう
に、四国港湾に航路が寄港することによる貨物集荷効果

は大きい。しかし、船社から見れば、月あたり約4,000
トン（月4週とすると1便につき約500トン）の貨物量し
か扱っておらず、東南アジア航路には15,000DWTを超
える船舶が多いことを踏まえると、航路を維持していく

ことは難しいと思われる。航路誘致活動を進めていくこ

とはもちろんだが、広域的に貨物量を集荷していく仕組

みが必要と考えられる。 
 
（２）内航フィーダー輸送費用の削減 
 例えば、内航フィーダー輸送費用が3割削減した場合
の結果を図4-2に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図4-2 内航フィーダー輸送費用の削減 

 
 輸送料金の削減によって、四国以外港湾へのトラック

輸送（Route b）は減少し、内航フィーダー輸送（Route 
c）は増加することがわかる。この増加した輸送量を相
手国/地域毎に見ると、図4-3となる。 
 
 
 
 
 
 
図表4-3 フィーダー輸送量の比較（相手国/地域毎） 

 
 増加量は、北米・欧州が一番大きいが、中国や東南ア

ジアなどアジア諸地域にも少なからず影響を与えている

ことがわかる。つまり、内航フィーダー輸送費用を低減

させる取組を全てのフィーダー航路に実施すると、アジ

アダイレクト航路を利用する貨物もシフトすることにな

る。このため、対象貨物を北米・欧州地域に限定するな

どの工夫が必要と考えられる。 
 
 以上、四国港湾の利用促進を図るべく、上記2つの試
算・検討を試みたが、アジア貨物が増大している中で、

これらの取組を安易に同時に進めることは注意を要する。

内航フィーダー機能の強化は、アジアダイレクト航路へ

の貨物を奪うことになりかねないし、逆にダイレクト航

路の増大は、内航フィーダー貨物を奪うことになる。ス

ーパー中枢港湾（特に阪神港）と四国港湾の役割分担に

ついても、十分な検討が必要と考えられる。 
 
５．終わりに 
 
 本稿では、四国港湾の利用促進を図るための判断材料

としてのモデルの作成、想定される施策について検討を

行った。モデルについては種々の課題が残っており引き

続き改良を行い、モデルの再現性を高めていきたいと考

えている。なお、ここに記述した内容は、筆者の独自の

考察に基づくものであり、記述内容に係る全ての責任は

筆者に属するものである。またモデル作成にあたっては、

国土交通省国土技術政策総合研究所の柴崎隆一主任研究

官よりデータ提供や多くのご助言を頂きました。深く感

謝致します。 
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